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ときのあれこれ

Collection　―　ときコレ

市長の部屋から

人が生きてい
く上で必要なこ
とに「生きがい
と健康」が挙げ
られます。その
ためのスポーツ
活動はとても重
要なことだと思います。
軽スポーツを通して、皆さんの
健康増進と親睦が図られることを
願っています。

土岐市長　加藤靖也

土岐市を代表する秋の風物詩・逆さ紅葉で有名
な公園で、園内にはカエデ、ツツジ、イチョウな
ど約150本の木々と大小８つの池が点在していま
す。紅葉の時期には、約210基のライトで照らし
出された木々が足元の池に映る幻想的な風景を見
ようと、県内外から訪れた多くの人でにぎわいま
す。その吸い込まれそうな程美しい風景は、「飛
騨・美濃紅葉33選」に選ばれています。
今年の紅葉のライトアップは、11月15日（金）

～24日（日）の午後５時30分～9時に行われます。

06　市政情報
土岐市人事行政の運営などの公表
秋季全国火災予防運動／平成26年成人式典
／特定健診受診の案内

09　情報ひろば／土岐市公民館だより

12　ときめきの瞬間

14　読者コーナー

15　土岐市教育　夢・絆／給食センター掲示板

16　男と女のいきいきコラム／健康ほっとLine

17　健康ガイド

18　陶史の森だより

広報とき　11.1　Vol.1561

高齢者の健康増進と相互の親睦を深めることを目的として、土岐市老人クラブ連合会の主催で老人軽
スポーツ大会が総合公園で開催されました。80歳以上の方６人を含む約180人の選手が３つの競技

（ペタンク、グラウンドゴルフ、ゲートボール）に分かれ、ゲームを楽しんでいました。

10月２日（水）

特集　ＳＴＯＰ!!　児童虐待
（　曽木公園　）

「公園」
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特集　STOP!!　児童虐待
～11月は児童虐待防止月間～

近
年
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
児

童
虐
待
の
報
道
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

幼
い
子
ど
も
の
命
が
犠
牲
に
な
る
悲

劇
が
後
を
絶
た
ず
、
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
常
の
子
育
て
の
中
で
「
自
分
の

し
て
い
る
こ
と
は
虐
待
？
」
と
か

「
も
し
か
し
た
ら
虐
待
し
て
し
ま
う

か
も
」
と
不
安
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、「
あ
の
家
の
様

子
は
ど
う
も
お
か
し
い
」
と
気
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

今
回
の
特
集
で
は
、
児
童
虐
待
の

実
態
と
そ
れ
を
防
止
す
る
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

を
守
る
た
め
、
私
た
ち
に
何
が
で
き

る
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
子
育
て
支
援
課（
内
線
１
６
６
）

さ
し
の
べ
た

そ
の
手
が
こ
ど
も
の

命
綱
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児
童
虐
待
の
現
状

■
20
年
で
48
倍

全
国
の
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら

れ
た
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
調

査
の
始
ま
っ
た
平
成
２
年
度
か
ら

22
年
連
続
で
増
加
し
て
お
り
、
平

成
24
年
度
の
６
万
６
８
０
７
件
は
、

20
年
前
の
平
成
４
年
度
の
件
数
の

48
・
７
倍
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

児童虐待とは
児童虐待とは、保護者が18歳未満の子どもに対して行う虐待のことで、たとえ親が「しつけのためにやった」と

思っていても、子どもの心や体が傷付く行為なら、それは虐待です。児童虐待は次の通り、大きく分けて４つのタ
イプがあります。虐待を受けた子どもの心の声とともに紹介します。

以
前
か
ら
子
ど
も
へ
の
虐
待
は

あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
増
加
し
て

い
る
の
は
、
虐
待
そ
の
も
の
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
平
成

12
年
に
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
虐
待
が

疑
わ
れ
る
と
き
の
相
談
・
連
絡
が

増
え
て
い

る
た
め
で

す
。土

岐
市

に
お
け
る

相
談
件
数

も
、
全
国

と
同
様
に

年
々
増
加

し
て
い
ま

す
。

■
身
体
的
虐
待
、
実
父
に
よ
る
虐

待
が
ト
ッ
プ

平
成
24
年
度
に
市
内
で
起
き
た

事
例
を
虐
待
の
タ
イ
プ
別
、
虐
待

を
行
う
人
別
の
内
訳
で
み
る
と
、

身
体
的
虐
待
と
実
父
が
多
数
を
占

め
て
い
ま
す
。

虐待者別 虐待種類別

身体的
50％

心理的
31％

ネグレクト
19％

性的　0％義父母　0％

実父
46％

実母
35％

その他
19％

土岐市
24年度
26件

土岐市
24年度
26件

80

H20

17件

40件

59件 59件
68件

H21 H22 H23 H24

60

40

20

0

相談件数（土岐市）

ごはんをくれない

ネグレクト（養育放棄）
食事を与えない、ひどく不潔にする、重
い病気になっても病院に連れて行かないな

ど、養育を放棄し子どもの健康や生命に危険を
及ぼす行為

身体的虐待
　子どもの身体に危害を加えたり、戸外に
閉め出すなど子どもの健康や生命に危険を
及ぼす行為

性的虐待
子どもへの性的行為や、性的行為を見

せること、ポルノの被写体にする行為

心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょうだい間での

差別的扱い、子どもの目の前での家族に対
する暴力など、子どもの心に傷を与える
行為

おふろにあたまを
つけられる

ぶたれる

でも、やさしい
ときもあるよ

いうことをきかないと
いたいことをされる

あたまがわるいと
いわれる

うそをつかせられる

ほめてもらえな
いのはわたしが
だめだから

おとうさんとおかあさんが
いつもけんかをしている

いやらしいことをされて、
おかあさんにいっちゃ
だめといわれる

おとうさんとおかあさんが、
どこかへいっちゃった

がっこうにいかなくても
いいといわれる

いやらしいしゃしんを
みせられる

だれかにいった
らおとうさんが
おこられる

でもいっしょに
おやつをたべる
こともあるよ

80000

H2 H4

1372

H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24

60000

40000

20000

0

66807

相談件数（全国）

2013.11.1　広報とき 4



■
虐
待
は
子
ど
も
の
発
達
に
悪
影

響
親
が
た
と
え
愛
情
を
持
っ
て
い

た
と
し
て
も
、「
し
つ
け
」
の
た

め
に
行
っ
た
と
し
て
も
、
気
持

ち
・
目
的
に
関
係
な
く
、
子
ど
も

の
心
身
に
悪
影
響
が
生
じ
れ
ば
虐

待
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

虐
待
を
受
け
て
育
つ
と
、
身
体

は
も
と
よ
り
、
知
能
や
情
緒
の
面

で
も
発
達
が
遅
れ
、
無
気
力
や
無

感
動
の
子
ど
も
に
な
る
確
率
が
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
自

分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
自
律
性

や
、
や
る
気
な
ど
の
自
主
性
が
育

た
な
い
た
め
、
依
存
的
で
自
分
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

他
人
と
の
感
情
的
な
触
れ
合
い
も

不
得
意
と
な
り
、
表
現
能
力
も
乏

し
く
ひ
が
み
や
す
く
な
り
、
す
ぐ

「
カ
ッ
」
と
切
れ
や
す
く
破
壊

的
・
暴
力
的
に
な
り
や
す
い
と
い

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
子
が
大

人
に
な
っ
た
と
き
、
自
分
が
受
け

た
よ
う
に
わ
が
子
に
虐
待
す
る
な

ど
、
虐
待
が
連
鎖
し
て
し
ま
う
こ

と
が
大
変
問
題
で
す
。

■
早
期
発
見
・
通
告
を

「
虐
待
を
す
る
親
は
ひ
ど
い
親

だ
」「
厳
罰
を
」
と
い
う
考
え
方

も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
通
告

が
あ
る
と
48
時
間
以
内
に
子
ど
も

の
安
全
確
認
と
家
庭
訪
問
を
し
て

い
ま
す
が
、
虐
待
し
た
親
の
中
に

暴
力
的
な
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
。
身
内
や
親
戚
の
支
援
も
受
け

ら
れ
ず
、
知
人
や
近
所
の
つ
な
が

り
も
弱
く
孤
立
し
て
い
る
場
合
が

多
く
、
話
を
聞
い
て
み
る
と
「
大

変
だ
な
あ
」
と
感
じ
、
暗
い
気
持

ち
に
な
っ
て
帰
る
こ
と
が
た
び
た

び
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
虐
待
し

た
親
を
責
め
る
た
め
に
家
庭
を
訪

問
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な
支

援
が
で
き
る
か
を
探
る
た
め
に
訪

問
し
て
い
ま
す
。

虐
待
に
よ
っ
て
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
大
け
が
や
死
亡
と
い
う

事
態
に
な
る
と
、
親
は
犯
罪
者
と

な
り
処
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
早
期
発
見
・
通
告
は
、
子

ど
も
を
救
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、

親
を
救
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

土岐市家庭児童相談員
柳河瀬久夫さん

それはＳＯＳのサインかも
子どもたちの小さなサインや家庭（大人）の様子

を気に留めてみてください。こうした兆候がある場
合は虐待が疑われます。

いまなら間に合う！
皆さんの一本の電話で、尊い命を「いま」なら救

うことができるのです。

事
例ま

た
た
た
い
て
し
ま
っ
た

子
ど
も
の
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
誰
よ
り
も

愛
し
て
い
ま
す
。
で

も
私
が
疲
れ
て
い
る
と
き
に
夜
泣
き

し
、
泣
き
止
ま
な
い
と
き
は
イ
ラ
イ

ラ
し
て
し
ま
い
頭
や
体
を
た
た
い
て

し
ま
い
ま
す
。
駄
目
だ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
す
が
、
自
分
の
感
情
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
て
。
こ
ん
な
こ

と
友
達
に
も
相
談
で
き
な
い
し
。
こ

の
先
も
っ
と
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
し

ま
い
そ
う
で
不
安
で
す
。

一人で悩まないで

表情が乏しく
元気がない

衣服や体が極端
に不潔である

小動物に残虐な
行為をする

いつも子どもの泣
き声や、保護者の
怒鳴り声がする

しつけが
厳しすぎる

子どものけが
や病気の説明
が不自然

周囲との交流が
なく地域で孤立
している

子どもを置いたまま
よく外出している

児童虐待の連絡、子育ての不安や悩みの相談は
児童相談所全国共通ダイヤル
☎0570　―　064　―　000

全国どこからでも近くの児童相談所
につながります。

子育て支援課
☎54　―　1111（内線166）
または　東濃子ども相談センター
☎23　―　1111（代表）

相談しましょう
子育て中は誰でも不安な

気持ちになるものです。そんな時は
一人で悩まず、不安な気持ちを誰かに話してみてくだ
さい。応援してくれる人があなたの周りにいません
か？市の相談窓口もあります。

子どもに向かって上げたその手で、受話器を取って
電話をかけましょう。
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土岐市人事行政の運営などの状況を公表します
市の人事行政の公平性と透明性を高めるため、土岐市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、前年度の運営状況を公表します。

※この内容はホームページでもご覧になれます。
 秘書広報課職員係（内線207）

Ⅰ．職員の任免および職員数に関する状況
１．職員の採用・退職の状況（平成24年４月２日～平成25年４月１日） （単位：人）

Ⅱ．職員の競争試験および選考の状況
職員採用試験の状況（平成24年度） （単位：人、倍率）

２．事由別退職者数（平成24年4月2日～平成25年4月1日） （単位：人）

３．職員数の状況 （単位：人）

（注）　職員数は一般職に属する職員数（教育長を含む）であり、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

（注）　人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

職種

一般事務・技術職

研究職

医師・歯科医師

薬剤師・医療技術職

看護・保健職

保育士・幼稚園教諭

消防職

技能労務職

合計

住民基本台帳人口
（24年度末）

61,190

歳出額
（Ａ）

18,852,135

実質収支

520,106

人件費
（Ｂ）

3,877,889

人件費率
（Ｂ／Ａ）

20.6

（参考）前年度の
人件費率

21.1

１人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）

5,288

計（Ｂ）

2,723,376

期末・勤勉手当

625,065

職員手当

310,024

給料

1,788,287

職員数
（Ａ）

515

給与費

H24.４.１現在

307

8

39

73

172

107

69

89

864

退職者

13

0

8

1

10

1

1

5

39

採用者

11

0

7

2

11

5

0

3

39

H25.４.１現在

305

8

38

74

173

111

68

87

864

合計

39

主な増減理由

国体推進室の廃止

欠員補充

観光担当増員

退職不補充

退職不補充

退職不補充

技術職員の増員

割愛など

6

失職

0

免職

0

対前年
増減数

0

△　1

0

4

0

0

0

1

△　2

2

△　2

△　1

△　3

0

0

1

0

1

0

平成25年

5

76

27

123

66

0

5

22

36

360

84

68

152

302

12

14

25

353

865

平成24年

5

77

27

119

66

0

5

21

38

358

86

69

155

302

12

13

25

352

865

議　会

総　務

税　務

民　生

衛　生

労　働

農　水

商　工

土　木

小　計

教　育

消　防

小　計

病　院

水　道

下水道

その他

小　計

合　　計

部門

区分 職員数

普通退職

22

勧奨退職

0

定年退職

11

職種

一般事務職

一般技術職

一般事務職（高卒）

一般事務職（身体障がい者）

保育士・幼稚園教諭

保健師

消防職

薬剤師

臨床工学技士

看護師・准看護師

看護助手

合計

競争率（a/b）

15.0

3.0

6.0

―

5.2

2.0

5.0

―

1.0

1.0

1.0

3.9

合格者数（ｂ）

3

1

1

0

5

1

1

0

1

11

3

27

受験者数（ａ）

45

3

6

2

26

2

5

1

1

11

3

105

申込者数

50

4

6

3

27

2

6

1

1

11

3

114

Ⅳ．職員の勤務時間その他勤務条件の状況（標準的なもの）
勤務時間（１日）

７時間45分

終了時刻

17時15分

開始時刻

８時30分

休憩時間

12時～13時

週休日

土・日曜日

１週間の勤務時間

38時間45分

Ⅴ．職員の分限および懲戒処分の状況（平成24年度）
区分

勤務実績の不良

心身の故障

適格性の欠如

廃職または過員

刑事事件による起訴

欠格条項該当

失職

区分

法令違反

職務上の義務違反または職務怠慢

非行行為

訓告など

7

34

合計

0

0

0

合計

0

3

0

0

0

0

降級休職

3

免職降任

Ⅶ．職員の研修および勤務成績の評定の状況
（１）職員研修の実施状況（平成24年度） （単位：件、人）

Ⅷ．職員の福祉および利益の保護の状況

（２）公務災害の発生状況（平成24年度）

（３）公平委員会の業務状況（平成24年度）

（２）勤務成績の評定の状況
【人事評価制度の内容】
①評価期間　４月１日～翌年３月31日（評価を２月に実施し、３月31日に確定）
②被評定者　行政職給料表の適用を受ける全職員
③評価者　　被評定者ごとに第１次評定者、第２次評定者を定める。

④評価区分　業績評価および能力・態度評価について評価します。
⑤評価の方法　評価項目ごとに５段階（Ｓ～Ｄ）で評価し点数を付けます。

【勤務評定の内容】
①評定基準日　毎年12月１日（条件附採用期間の職員は、採用後６月を経過する日）
②被評定者　人事評価制度対象職員以外の全職員（特別職、臨時職員除く）
③評定者　被評定者ごとに第１次評定者、第２次評定者を定める。

④評定区分　前記区分ごとに必要とされている要素を設定し、評定します。
⑤評定の方法　平均評定および総合評定により５段階（Ｓ～Ｄ）に評定します。

主な研修内容

自治大学校、市町村職員中央研修所など

新規採用職員研修・中堅職員研修・課長級研修など

パソコン研修・徴収講座など

政策形成・職場管理能力向上など

キャリアデザイン研修

事務ミス防止研修

政策法務研修

技能労務職員研修

法制執務講座

タイムマネジメント研修

ＣＳマインド研修など

新規採用予定者

防災危機管理研修など

参加人数

6

60

25

138

8

8

8

8

8

8

70

15

11

373

内容手当の名称実施件数

6

9

14

34

1

1

1

1

1

1

3

1

9

82

研修項目

研修所など派遣研修

東濃西部広域行政事務組合

内部研修

その他

合計

階層別研修

実務研修

スキルアップ研修

区分

一般職員

課長など

部長など

第１次評定者

課長など

部長など

副市長など

第２次評定者

部長など

副市長

市長など

調整者

副市長

市長

市長

区分

条件附採用期間職員

一般職員

課長など

部長など

業務の内容

給与、勤務時間その他の勤務条件に関する報告および勧告

勤務条件に関する措置の要求

不利益処分に関する不服申立て

苦情相談

公務上の災害

８件

区分

認定件数

通勤による災害

２件

（１）職員の健康診断の状況（平成24年度）

対象者

全職員（医療業務従事職員一部を除く）

受診者数

777人

１人当たり市負担額

6,500円

該当件数

０件

０件

０件

０件

第１次評定者

課長補佐など

課長など

部長など

副市長

第２次評定者

課長など

部長など

副市長

市長

市町村
職員研修
センター

Ⅵ．職員の服務の状況（平成24年度）

営利企業など従事の許可などの状況 申請件数　０件 許可件数　０件

免職停職減給戒告

Ⅲ．職員の給与の状況
１．総括

（１）人件費の状況(平成24年度普通会計決算など） （単位：人、千円、％）

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たり平均支給額

手当の種類（手当数）

支給額の多い手当

多くの職員に支給されている手当

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（２～20%加算）

35.8％

221,649円

６種類

病院手当

特殊勤務手当（し
尿、ゴミの収集な
ど）、夜間看護手当

支給総額170,451千円（職員１人当たり支給年額246千円）

退職手当

特殊勤務手当
（医師手当を除く）

時間外勤務手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

配偶者　13,000円

家賃を払っている職員　27,000円以内

扶養親族である子など　6,500円
（配偶者がない場合、そのうち１人について
11,000円）

満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの
子　5,000円加算

交通機関を利用して通勤する職員　55,000円
以内
自動車など交通用具を利用して通勤する職員
使用距離に応じて支給　24,500円以内

国の制度と異なる
内容　なし

国の制度と異なる
内容　使用距離区
分が一部異なる

市長

副市長

議長

副議長

議員

区分 期末手当

６月期　1.875月分
12月期　2.025月分
計　3.900月分

（24年度支給割合）

月額

870,000円

725,000円

464,000円

428,000円

393,000円

退職手当（算定方式）

給料月額×500／100×在職年数

給料月額×300／100×在職年数

（６）特別職の報酬などの状況（平成25年４月１日現在）

区分

一般行政職

技能労務職

平均給料月額

308,100

254,100

平均給与月額

362,100

303,600

平均年齢

40.1

46.1

決定初任給

172,200

140,100

採用２年経過日

184,200

148,500

２．職員の平均給与額、初任給などの状況

（１）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成25年４月１日現在）
（単位：円、歳）

（注）　①この表は病院、水道など企業会計と特別会計を除いた職員給与費です。②職員手当は
子ども手当、児童手当および退職手当を含んでいません。③給与費は当初予算に計上さ
れた額です。

（２）職員給与費の状況（平成25年度普通会計当初予算） （単位：人、千円）

区分

土岐市

全国市平均（指定都市を除く）

24年度

105.7
（参考値９７．６）

106.9
（参考値９８．８）

23年度

97.7

98.9

22年度

97.1

98.8

（注）　①ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与
水準を表す指数です。②参考値は国家公務員の時限的な（２年間）給与改定特例法によ
る措置がないとした場合の値です。

（注）　①経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を
いい、採用前に職歴がある場合は、その年数を含みます。②それぞれの学歴区分で該当
する経験年数の職員がいない場合は、想定される標準的な給料月額を記載しています。

（注）　職員は、土岐市公平委員会に対し、任用、給与、勤務条件など人事管理の全般に関する
苦情の申し出や相談、勤務条件に関し適切な措置を講ずるよう要求することができます。

（３）ラスパイレス指数の状況

一般行政職

区分

大学卒

高校卒

経験年数10年

258,200

214,600

経験年数15年

301,700

265,700

経験年数20年

350,100

310,100
一般行政職

区分

大学卒

高校卒

（２）職員の初任給の状況（平成25年４月１日現在）　　　（単位：円）

（５）職員手当の状況 （単位：月分）

（支給率）単位：月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

１人当たり平均支給額

自己都合

23.50

33.50

47.50

59.28

1,795千円

勧奨・定年

30.55

41.34

59.28

59.28

24,942千円

平成24年度支給割合

期末手当

勤勉手当

６月期

1.225

0.675

12月期

1.375

0.675

計

2.600

1.350

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年４月１日現在） （単位：円）

（注）　標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な補職名です。

職制上の段階、職務の等級による加算措置有

区分

標準的な職務内容

職員数

構成比

区分

期末手当・勤勉手当

内容

１級

職員

15

5.8

8.4

２級

職員

41

15.8

11.4

３級

主査

58

22.3

22.9

４級

係長

66

25.4

26.7

５級

課長
補佐

25

9.6

9.9

６級

課長

43

16.5

13.4

７級

部長

12

4.6

7.3

計

260

100

100
（参考）

５年前の構成比

（４）一般行政職の級別職員数の状況（平成25年４月１日現在） （単位：人、％）

（単位：人）

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

給
料

報
酬

公
営
企
業
な
ど

懲
戒
処
分
者
な
ど

分
限
処
分
者
数
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土岐市人事行政の運営などの状況を公表します
市の人事行政の公平性と透明性を高めるため、土岐市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、前年度の運営状況を公表します。

※この内容はホームページでもご覧になれます。
 秘書広報課職員係（内線207）

Ⅰ．職員の任免および職員数に関する状況
１．職員の採用・退職の状況（平成24年４月２日～平成25年４月１日） （単位：人）

Ⅱ．職員の競争試験および選考の状況
職員採用試験の状況（平成24年度） （単位：人、倍率）

２．事由別退職者数（平成24年4月2日～平成25年4月1日） （単位：人）

３．職員数の状況 （単位：人）

（注）　職員数は一般職に属する職員数（教育長を含む）であり、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

（注）　人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

職種

一般事務・技術職

研究職

医師・歯科医師

薬剤師・医療技術職

看護・保健職

保育士・幼稚園教諭

消防職

技能労務職

合計

住民基本台帳人口
（24年度末）

61,190

歳出額
（Ａ）

18,852,135

実質収支

520,106

人件費
（Ｂ）

3,877,889

人件費率
（Ｂ／Ａ）

20.6

（参考）前年度の
人件費率

21.1

１人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）

5,288

計（Ｂ）

2,723,376

期末・勤勉手当

625,065

職員手当

310,024

給料

1,788,287

職員数
（Ａ）

515

給与費

H24.４.１現在

307

8

39

73

172

107

69

89

864

退職者

13

0

8

1

10

1

1

5

39

採用者

11

0

7

2

11

5

0

3

39

H25.４.１現在

305

8

38

74

173

111

68

87

864

合計

39

主な増減理由

国体推進室の廃止

欠員補充

観光担当増員

退職不補充

退職不補充

退職不補充

技術職員の増員

割愛など

6

失職

0

免職

0

対前年
増減数

0

△　1

0

4

0

0

0

1

△　2

2

△　2

△　1

△　3

0

0

1

0

1

0

平成25年

5

76

27

123

66

0

5

22

36

360

84

68

152

302

12

14

25

353

865

平成24年

5

77

27

119

66

0

5

21

38

358

86

69

155

302

12

13

25

352

865

議　会

総　務

税　務

民　生

衛　生

労　働

農　水

商　工

土　木

小　計

教　育

消　防

小　計

病　院

水　道

下水道

その他

小　計

合　　計

部門

区分 職員数

普通退職

22

勧奨退職

0

定年退職

11

職種

一般事務職

一般技術職

一般事務職（高卒）

一般事務職（身体障がい者）

保育士・幼稚園教諭

保健師

消防職

薬剤師

臨床工学技士

看護師・准看護師

看護助手

合計

競争率（a/b）

15.0

3.0

6.0

―

5.2

2.0

5.0

―

1.0

1.0

1.0

3.9

合格者数（ｂ）

3

1

1

0

5

1

1

0

1

11

3

27

受験者数（ａ）

45

3

6

2

26

2

5

1

1

11

3

105

申込者数

50

4

6

3

27

2

6

1

1

11

3

114

Ⅳ．職員の勤務時間その他勤務条件の状況（標準的なもの）
勤務時間（１日）

７時間45分

終了時刻

17時15分

開始時刻

８時30分

休憩時間

12時～13時

週休日

土・日曜日

１週間の勤務時間

38時間45分

Ⅴ．職員の分限および懲戒処分の状況（平成24年度）
区分

勤務実績の不良

心身の故障

適格性の欠如

廃職または過員

刑事事件による起訴

欠格条項該当

失職

区分

法令違反

職務上の義務違反または職務怠慢

非行行為

訓告など

7

34

合計

0

0

0

合計

0

3

0

0

0

0

降級休職

3

免職降任

Ⅶ．職員の研修および勤務成績の評定の状況
（１）職員研修の実施状況（平成24年度） （単位：件、人）

Ⅷ．職員の福祉および利益の保護の状況

（２）公務災害の発生状況（平成24年度）

（３）公平委員会の業務状況（平成24年度）

（２）勤務成績の評定の状況
【人事評価制度の内容】
①評価期間　４月１日～翌年３月31日（評価を２月に実施し、３月31日に確定）
②被評定者　行政職給料表の適用を受ける全職員
③評価者　　被評定者ごとに第１次評定者、第２次評定者を定める。

④評価区分　業績評価および能力・態度評価について評価します。
⑤評価の方法　評価項目ごとに５段階（Ｓ～Ｄ）で評価し点数を付けます。

【勤務評定の内容】
①評定基準日　毎年12月１日（条件附採用期間の職員は、採用後６月を経過する日）
②被評定者　人事評価制度対象職員以外の全職員（特別職、臨時職員除く）
③評定者　被評定者ごとに第１次評定者、第２次評定者を定める。

④評定区分　前記区分ごとに必要とされている要素を設定し、評定します。
⑤評定の方法　平均評定および総合評定により５段階（Ｓ～Ｄ）に評定します。

主な研修内容

自治大学校、市町村職員中央研修所など

新規採用職員研修・中堅職員研修・課長級研修など

パソコン研修・徴収講座など

政策形成・職場管理能力向上など

キャリアデザイン研修

事務ミス防止研修

政策法務研修

技能労務職員研修

法制執務講座

タイムマネジメント研修

ＣＳマインド研修など

新規採用予定者

防災危機管理研修など

参加人数

6

60

25

138

8

8

8

8

8

8

70

15

11

373

内容手当の名称実施件数

6

9

14

34

1

1

1

1

1

1

3

1

9

82

研修項目

研修所など派遣研修

東濃西部広域行政事務組合

内部研修

その他

合計

階層別研修

実務研修

スキルアップ研修

区分

一般職員

課長など

部長など

第１次評定者

課長など

部長など

副市長など

第２次評定者

部長など

副市長

市長など

調整者

副市長

市長

市長

区分

条件附採用期間職員

一般職員

課長など

部長など

業務の内容

給与、勤務時間その他の勤務条件に関する報告および勧告

勤務条件に関する措置の要求

不利益処分に関する不服申立て

苦情相談

公務上の災害

８件

区分

認定件数

通勤による災害

２件

（１）職員の健康診断の状況（平成24年度）

対象者

全職員（医療業務従事職員一部を除く）

受診者数

777人

１人当たり市負担額

6,500円

該当件数

０件

０件

０件

０件

第１次評定者

課長補佐など

課長など

部長など

副市長

第２次評定者

課長など

部長など

副市長

市長

市町村
職員研修
センター

Ⅵ．職員の服務の状況（平成24年度）

営利企業など従事の許可などの状況 申請件数　０件 許可件数　０件

免職停職減給戒告

Ⅲ．職員の給与の状況
１．総括

（１）人件費の状況(平成24年度普通会計決算など） （単位：人、千円、％）

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たり平均支給額

手当の種類（手当数）

支給額の多い手当

多くの職員に支給されている手当

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（２～20%加算）

35.8％

221,649円

６種類

病院手当

特殊勤務手当（し
尿、ゴミの収集な
ど）、夜間看護手当

支給総額170,451千円（職員１人当たり支給年額246千円）

退職手当

特殊勤務手当
（医師手当を除く）

時間外勤務手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

配偶者　13,000円

家賃を払っている職員　27,000円以内

扶養親族である子など　6,500円
（配偶者がない場合、そのうち１人について
11,000円）

満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの
子　5,000円加算

交通機関を利用して通勤する職員　55,000円
以内
自動車など交通用具を利用して通勤する職員
使用距離に応じて支給　24,500円以内

国の制度と異なる
内容　なし

国の制度と異なる
内容　使用距離区
分が一部異なる

市長

副市長

議長

副議長

議員

区分 期末手当

６月期　1.875月分
12月期　2.025月分
計　3.900月分

（24年度支給割合）

月額

870,000円

725,000円

464,000円

428,000円

393,000円

退職手当（算定方式）

給料月額×500／100×在職年数

給料月額×300／100×在職年数

（６）特別職の報酬などの状況（平成25年４月１日現在）

区分

一般行政職

技能労務職

平均給料月額

308,100

254,100

平均給与月額

362,100

303,600

平均年齢

40.1

46.1

決定初任給

172,200

140,100

採用２年経過日

184,200

148,500

２．職員の平均給与額、初任給などの状況

（１）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成25年４月１日現在）
（単位：円、歳）

（注）　①この表は病院、水道など企業会計と特別会計を除いた職員給与費です。②職員手当は
子ども手当、児童手当および退職手当を含んでいません。③給与費は当初予算に計上さ
れた額です。

（２）職員給与費の状況（平成25年度普通会計当初予算） （単位：人、千円）

区分

土岐市

全国市平均（指定都市を除く）

24年度

105.7
（参考値９７．６）

106.9
（参考値９８．８）

23年度

97.7

98.9

22年度

97.1

98.8

（注）　①ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与
水準を表す指数です。②参考値は国家公務員の時限的な（２年間）給与改定特例法によ
る措置がないとした場合の値です。

（注）　①経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を
いい、採用前に職歴がある場合は、その年数を含みます。②それぞれの学歴区分で該当
する経験年数の職員がいない場合は、想定される標準的な給料月額を記載しています。

（注）　職員は、土岐市公平委員会に対し、任用、給与、勤務条件など人事管理の全般に関する
苦情の申し出や相談、勤務条件に関し適切な措置を講ずるよう要求することができます。

（３）ラスパイレス指数の状況

一般行政職

区分

大学卒

高校卒

経験年数10年

258,200

214,600

経験年数15年

301,700

265,700

経験年数20年

350,100

310,100
一般行政職

区分

大学卒

高校卒

（２）職員の初任給の状況（平成25年４月１日現在）　　　（単位：円）

（５）職員手当の状況 （単位：月分）

（支給率）単位：月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

１人当たり平均支給額

自己都合

23.50

33.50

47.50

59.28

1,795千円

勧奨・定年

30.55

41.34

59.28

59.28

24,942千円

平成24年度支給割合

期末手当

勤勉手当

６月期

1.225

0.675

12月期

1.375

0.675

計

2.600

1.350

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年４月１日現在） （単位：円）

（注）　標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な補職名です。

職制上の段階、職務の等級による加算措置有

区分

標準的な職務内容

職員数

構成比

区分

期末手当・勤勉手当

内容

１級

職員

15

5.8

8.4

２級

職員

41

15.8

11.4

３級

主査

58

22.3

22.9

４級

係長

66

25.4

26.7

５級

課長
補佐

25

9.6

9.9

６級

課長

43

16.5

13.4

７級

部長

12

4.6

7.3

計

260

100

100
（参考）

５年前の構成比

（４）一般行政職の級別職員数の状況（平成25年４月１日現在） （単位：人、％）

（単位：人）

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

給
料

報
酬

公
営
企
業
な
ど

懲
戒
処
分
者
な
ど

分
限
処
分
者
数

市　政　情　報
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市　政　情　報

11月９日～15日は秋季全国火災予防運動　『消すまでは　心の警報　ＯＮのまま』

平成26年　土岐市成人式典 期限が近づいています
特定健診を必ず受けましょう

空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節になりました。自分の命や財産、地域を火災から守るため、火の取り扱い
には十分注意しましょう。

■子どもたちが描いた防火ポスターを展示します
火災予防運動に合わせ、市内の小・中学校から防火ポスターを募ったところ258

点の応募があり、加藤沙織さん（泉中２年）が岐阜県消防設備協会長賞で表彰され
ました。

このほか、入賞作品12点を11月１日より巡回展示します。ぜひご覧ください。
▷市役所　　　　　　11月　1　日（金）～　8　日（金）
▷セラトピア土岐　　11月　9　日（土）～15日（金）
▷ウエルフェア土岐　11月16日（土）～22日（金）

■設置しましたか？住宅用火災警報器
平成23年６月１日から、全ての住宅に住宅用火災警報器を設置することが義務化

されました。住宅用火災警報器は「火災の早期発見」にとても効果的ですが、市内
の設置率は77.3％（平成25年６月現在・一部設置含む）と、全国平均の79.8％に
比べて低い状況です。大切な命を守るため、必ず設置しましょう。

　消防本部（☎○53　0123）

市では、次の通り成人式典を開催します。土岐市
に住民登録をしている方（11月１日現在）には、
11月中旬に案内状を送付します。

日時　平成26年１月12日（日）午後２時30分～
対象　平成５年４月2日～平成６年４月１日生まれ

の方
※住民票を他の市区町村へ移した方で、式典への参

加を希望する方は、生涯学習課へご連絡ください。

　生涯学習課（内線272）

■国民健康保険に加入の40歳～74歳の方
特定健診には受診期限がありますので、お忘れの

ないように受診してください。
自己負担額　1,000円
受診期限　　12月28日（土）
※すでに受診券を送付しています。受診券をなくし

た方は再発行しますので、ご連絡ください。
※40歳～64歳の方は有効期限が９月30日となって

いますが、その受診券でそのまま受けることがで
きます。

■後期高齢者医療保険に加入の方
後期高齢者医療保険に加入している方を対象とし

た健康診査『ぎふ・すこやか健診』を実施していま
す。
自己負担額　500円
受診期限　　平成26年１月31日（金）
※９月末に受診券を送付しています。受診券をなく

した方は再発行しますので、ご連絡ください。

　市民課保険年金係（内線130・134）

岐阜県消防設備協会長賞
加藤沙織さん（泉中２年）の作品
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情
報
ひ
ろ
ば

　Ｅメール　　 　申込方法　　 　問い合わせ

ＪＲさわやかウォーキング
「紅葉の高山城跡と陶器の町・土岐市をめぐる」
期日　11月23日（土・祝）
スタート地点　ＪＲ土岐市駅
スタート受付時間　午前８時30分～11時
コース

距離・所要時間　①約9.2㎞・約２時間20分
　　　　　　　　②約13.9㎞・約４時間
参加費　無料（予約不要）
※美濃陶磁歴史館は、当日の入館料が無料になりま

す（さわやかウォーキング参加者のみ）。
　JR東海テレフォンセンター

　　（☎050　―　3772　―　3910）
　　または産業振興課（内線234）

　
　

土
岐
市
駅

❶

❷

織
部
の
里
公
園

白
山
神
社

定
林
寺
湖

穴
弘
法

高
山
城
跡

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

　
　

土
岐
市
駅

美
濃
陶
磁
歴
史
館

乙
塚
古
墳
・

段
尻
巻
古
墳

ス
タ
ー
ト

ゴ
ー
ル

日
時　
12
月
１
日（
日
）午
前
９
時

～
正
午

場
所　
南
防
災
セ
ン
タ
ー
（
南
消

防
署
）

内
容　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法

と
応
急
手
当
の
方
法
を
習
得

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

　
11
月
24
日（
日
）ま
で
に
南
消

防
署
救
急
係
へ
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・
　
南
消
防
署
救
急
係
（
☎

○58　
０
１
１
９
）

日
時　
11
月
14
日（
木
）午
後
１
時

～
３
時

場
所　
大
原
自
動
車
学
校
（
多
治

見
市
幸
町
）

内
容　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る

座
学
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
デ
モ
走

行
な
ど

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
運
転
免
許
証

　
11
月
12
日（
火
）ま
で
に
①
住

所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
県
環
境
管
理
課
（ 

 

０
５
８

　

―　
２
７
８　
―　
２
６
１
０
・
　c11

264@
pref.gifu.lg.jp

）
へ
フ

ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
　
県
環
境
管
理
課
（
☎
０

５
８　
―　
２
７
２　
―　
１
１
１
１
・
内

線
２
６
９
４
）

好
き
嫌
い
が
あ
る
、
食
べ
る
量

が
少
な
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
食

事
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
こ
の
教
室
で
は
、
幼
児

食
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
親
子

一
緒
に
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

日
時　
12
月
５
日（
木
）午
前
10
時

～
午
後
１
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
３
歳
児
健
診
を
受
け
た
方

定
員　
10
組
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具　
※
お
子
さ
ん
の
準
備

も
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
限　
11
月
28
日（
木
）

・
　
保
健
セ
ン
タ
ー　（
☎
○55　

２
０
１
０
）

妊
娠
期
に
気
を
付
け
た
い
事
や
、

家
庭
で
の
食
事
に
つ
い
て
大
切
な

話
を
し
ま
す
。
楽
し
い
調
理
実
習

を
通
し
て
食
事
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　
12
月
６
日（
金
）午
前
10
時

～
午
後
１
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
妊
婦
さ
ん

内
容　
妊
婦
の
食
事
と
栄
養
の
話
、

調
理
実
習

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
２
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手
帳

申
込
期
限　
11
月
29
日（
金
）

・
　
保
健
セ
ン
タ
ー　（
☎
○55　

２
０
１
０
）

妊
娠
中
の
生
活
か
ら
育
児
ま
で

を
学
ん
で
「
パ
パ
と
マ
マ
」
に
な

る
準
備
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
８
日（
日
）午
後
１
時

～
４
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
妊
婦
さ
ん
と
夫

内
容　
助
産
師
の
話
、
お
風
呂
の

入
れ
方
実
習
、
夫
の
妊
婦
体
験

定
員　
15
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
12
月
６
日（
金
）

・
　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

○55　
２
０
１
０
）

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
受
講
す
る
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
や
福
祉
、

経
済
、
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
願
期
間　
12
月
１
日（
日
）～
平

成
26
年
２
月
28
日（
金
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
は
11
月

15
日（
金
）か
ら

・
　
放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
８　
―　
２
７
３　
―　

９
６
１
４
）

募
　
　
集

救
命
講
習
会
の
参
加
者

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
の

参
加
者

ぱ
く
ぱ
く
教
室（
幼
児
食
）

の
参
加
者

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

の
参
加
者

放
送
大
学　
平
成
26
年
度

第
１
期
（
４
月
）
入
学
生

パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
の
参
加
者
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ばろひ報情

延滞金計算期間 現在 平成26年以降
納期限後１カ月以内 4.3％ 3.0％　※
納期限後１カ月超 14.6％ 9.3％　※

市
で
は
、
都
市
計
画
道
路
の
計

画
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

■
土
岐
口
下
肥
田
線
・
土
岐
市
停

車
場
線
・
久
尻
河
合
線
・
駅
前
広

場
の
変
更

日
時　
11
月
14
日（
木
）午
後
７
時
～

場
所　
文
化
プ
ラ
ザ
・
ル
ナ
ホ
ー
ル

■
駄
知
線
の
変
更

日
時　
12
月
３
日（
火
）午
後
７
時
～

場
所　
駄
知
公
民
館　
大
・
小
会

議
室

　
都
市
計
画
課（
内
線
３
１
５
）

土
岐
市
中
心
地
区
都
市
再
生
整

備
計
画
事
後
評
価
（
原
案
）
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中

に
市
長
宛
て
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
11
月
６
日（
水
）～
20

日（
水
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

場
所　
市
役
所
３
階
・
都
市
計
画
課

　
都
市
計
画
課（
内
線
３
１
５
）

平
成
34
年
度
末
ま
で
を
認
可
期

間
と
す
る
土
岐
都
市
計
画
道
路
事

業
の
認
可
図
書
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

縦
覧
期
間　
平
成
35
年
３
月
31
日

ま
で

場
所　
市
役
所
３
階
・
都
市
計
画
課

　
都
市
計
画
課（
内
線
３
１
５
）

対
象　
昭
和
49
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
（
勤
務
先
・
病
院

な
ど
で
受
診
す
る
方
、
妊
娠
中
の

方
は
除
く
）

期
日　
①
11
月
18
日（
月
）　
②
11

月
19
日（
火
）

時
間
・
場
所　
①
午
前
９
時
～
11

時
30
分
、
午
後
１
時
～
３
時
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）　
②
午
前
９
時
～

11
時
30
分（
駄
知
体
育
館
駐
車
場
）、

午
後
１
時
～
３
時
（
西
部
支
所
）

※
受
診
票
の
な
い
方
で
検
診
を
希

望
す
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
へ

直
接
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー　（
☎
○55　
２
０

１
０
）

市
で
は
、
建
築
物
に
使
用
さ
れ

て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
が
懸
念

さ
れ
る
吹
き
付
け
建
材
に
つ
い
て
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
を
調
べ
る
調

査
費
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　
調
査
に
要
し
た
費
用

の
額
（
上
限
額
25
万
円
・
消
費
税

分
を
除
く
）

補
助
件
数　
補
助
金
の
予
算
額
25

万
円
を
超
え
る
ま
で
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
12
月
27
日（
金
）

　
都
市
計
画
課
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

所
定
の
書
類
を
添
え
て
同
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
都
市
計
画
課（
内
線
３
１
８
）

対
象
建
物　
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
、
災
害
時
に

地
域
の
一
時
避
難
所
と
な
り
得
る

木
造
の
集
会
施
設

補
助
金
額　
耐
震
診
断
に
要
し
た

費
用
の
額
（
最
大
９
万
円
、
消
費

税
分
を
除
く
）

補
助
件
数　
９
件
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
12
月
27
日（
金
）

　
都
市
計
画
課
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

所
定
の
書
類
を
添
え
て
同
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
都
市
計
画
課（
内
線
３
１
８
）

11
月
１
日
～
30
日
は
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
大
人
が
変
わ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
子
ど
も
も
変
わ
る
』

『
青
少
年　
地
域
で
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
育
て
よ
う
』

　
土
岐
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
（
生
涯
学
習
課
内
・
内
線
２
７

２
）11

月
11
日
～
17
日
は
税
を
考
え

る
週
間
で
す
。
税
金
は
、
私
た
ち

が
暮
ら
す
地
域
を
よ
り
豊
か
で
住

み
よ
い
社
会
に
す
る
た
め
に
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
税
庁
（
税
務
署
）
で
は
、
税

務
行
政
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深

め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
国
税
庁

の
取
り
組
み
に
関
す
る
意
見
や
要

望
を
聴
く
機
会
と
し
て
、
税
を
考

え
る
週
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

実
施
し
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w

.
nta.go.jp

）に
「
税
を
考
え
る
週

間
」
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
多
治
見
税
務
署　（
☎
○22　
０
１

０
１
）

市税の延滞金などの利率が変わります
平成26年１月１日から下表の通り変わります。

※貸出約定平均金利（表中は１％の場合）の変動により変わ
ります。詳しくは問い合わせください。
　税務課納税係（内線180）

ご
　
案
　
内

都
市
計
画
道
路
の
計
画
変

更
に
つ
い
て
の
説
明
会

都
市
計
画
道
路
事
業
の
認
可

に
つ
い
て
の
図
書
の
縦
覧

吹
き
付
け
建
材
の
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
調
査
費
の
補
助

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間

都
市
再
生
整
備
計
画
事
後

評
価
（
原
案
）
の
縦
覧

結
核
検
診
（
追
加
）

木
造
地
域
集
会
所
の

耐
震
診
断
費
用
の
補
助

税
を
考
え
る
週
間

「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」
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ばろひ報情

対
象　
不
眠
・
ふ
さ
ぎ
込
む
・
怒

り
っ
ぽ
い
・
認
知
症
な
ど
で
お
悩

み
の
方

日
時　
11
月
26
日（
火
）午
後
１
時

～
３
時　
※
要
予
約

場
所　
東
濃
保
健
所

・
　
東
濃
保
健
所　（
☎
○23　
１

１
１
１
・
内
線
３
６
２
）
ま
た
は

保
健
セ
ン
タ
ー　（
☎
○55　
２
０
１
０
）

市
で
は
、
防
災
・
防
犯
対
策
と

利
活
用
を
目
的
と
し
て
、
町
内
会

の
協
力
の
下
、
市
内
全
域
で
空
き

家
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
で
空
き
家
に
関

す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町

内
会
長
ま
た
は
総
務
課
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
期
間　
11
月
30
日（
土
）ま
で

※
12
月
以
降
は
、
総
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
防
災
係
（
内
線
２
２

４
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
管
内
の

事
業
所
が
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　
11
月
27
日（
水
）午
後
１
時

～
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後
０
時

30
分
～
）

場
所　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
１
階
・

大
ホ
ー
ル

対
象
者　
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
・
高
等

学
校
新
規
卒
業
予
定
者
、
一
般
求

職
者

　

東
濃
可
児
雇
用
開
発
協
会

（
☎
○22　
０
１
１
１
）

こ
の
２
つ
の
制
度
は
中
小
企
業

の
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
法

律
に
基
づ
き
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
が
運
営
し
て
い
る
共
済
制
度

で
す
。

■
小
規
模
企
業
共
済
制
度

個
人
事
業
主
や
会
社
な
ど
の
役

員
が
事
業
を
辞
め
る
場
合
に
備
え

て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備
し

て
お
く
制
度
で
す
。
掛
け
金
は
全

額
所
得
控
除
と
な
る
た
め
、
節
税

効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

取
引
先
事
業
者
の
突
然
の
倒
産

が
原
因
で
経
営
悪
化
の
危
機
に
直

面
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、
無
担

保
・
無
保
証
人
で
資
金
を
借
り
入

れ
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
、
積

立
金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
最
高
８

千
万
円
）
で
被
害
額
相
当
の
共
済

金
の
借
り
入
れ
が
可
能
で
す
。

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
０　
―　
５

５
４
１　
―　
７
１
７
１
）

全
て
の
法
律
問
題
に
、
東
濃
地

区
の
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。　
※
完
全
予
約
制

■
多
治
見
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

（
多
治
見
市
新
町
）
で
の
相
談

日
時　
11
月
16
日（
土
）午
前
10
時

～
正
午

・
　
石
垣
法
律
事
務
所
・
小

川
弁
護
士
（
☎
○23　
６
３
０
５
）

■
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
（
中
津
川
駅

前
）
で
の
相
談

日
時　
11
月
23
日（
土
・
祝
）午
後

１
時
～
３
時

・
　
大
岡
法
律
事
務
所
（
☎

０
５
７
３　
―　
２
５　
―　
０
７
０
１
）

合
同
企
業
説
明
会

小
規
模
企
業
共
済
制
度
・

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

地
元
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

空
き
家
調
査

下石公民館　11月のミニコンサート
「オータムコンサート」
日　時　11月９日（土）午後７時～
場　所　下石公民館・ジョイホール
入場料　無料（申込不要）

　下石公民館（☎○57　5727）

特色ある公民館活動
市内に９つある市立公民館では、各館が地域に根ざ

した特色ある公民館活動を行っています。
今回は泉公民館を紹介します。

■陶芸教室
泉公民館の北側にある「創楽舎」と呼ばれる施設で

陶芸の講座を行っています。陶芸技術の向上を図るこ
とに加え、焼き物の創作活動を通じて、地場産業である美濃焼の郷土と文化を
学ぶことを目的としています。陶芸経験のない方の参加も大歓迎です。

■多種多様な講座
子ども料理教室、ノルディックウォーキング教室、ゆかた着付け教室のほか、

泉中学校の先生や中・高生のボランティアの協力を得て行うロボット講座、泉
西公民館と共同で行っている楽しい科学教室など、１年間に約15の多種多様
な講座を開催しています。皆さんも、ぜひご参加ください。

　泉公民館（☎○55　3653）

土岐市公民館だよりいつでも学び　だれでも習う

お
　
願
　
い
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間瞬のきめきと

①神楽舞　②花馬奉納
③火縄銃の実演（妻木小学校）
④陣笠・陣羽織姿での流鏑馬
⑤竹で編んだ笠に五色の紙を
切り貼りした花笠に化粧をし、
江戸時代の姿を再現した古式
衣装での流鏑馬

妻木町の八幡神社で、市無形文化財に指
定されている流

や ぶ さ め

鏑馬神事が奉納されました。
この神事は、江戸時代に妻木城主・妻木家
頼が旅所を造営し馬一頭を献上したことが
始まりだといわれています。乗子には同町
の小学４～５年生男子が、巫女には４～６
年生女子が挑み、およそ１万人の観客が見
守る中で見事にその大役を務め上げた彼ら
には、惜しみない拍手が送られました。

勇ましく　清らかに
10月13日（日）

第18回駄知どんぶりまつり
10月５日（土）・６日（日）

駄知どんぶりまつりがセラテクノ土岐をメ
ーン会場に駄知町で開催され、窯元の逸品を
買い求める人など多くのお客さんでにぎわい
ました。セラテクノ土岐では、気に入ったど
んぶりに投票する「どんぶりコンテスト」や
２人１組でどんぶりを積み上げ、その個数を
競う「どんぶり積み上げ大会」などたくさん
の催しがあり、大人から子どもまで幅広い世
代の方が、まつりを楽しんでいました。

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹

❺❺

Voice
どんぶり積み上
げ大会に初めて参
加しました。どんぶ
りを積み上げるな
んて初めての体験
で難しかったけど、
おじいちゃんと一

緒に49個も積み上げることができて、とても
楽しかったです。
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一流スポーツ選手が講師となって子どもたちに夢を
持つことの素晴らしさなどを伝える「夢の教室」が土
岐津小学校で行われました。児童らは、みんなで協力
して行うゲームや「夢先生」の体験談などを通して、
夢を追い続けるために苦手なことにも取り組む必要が
あることや、継続すること、個性を伸ばす努力をする
ことなどが大切であることを学びました。

夢を持ち続けて
10月８日（火）

公園での伐採や草刈りなどで発生した枝葉・刈り草
をバイオ肥料化して市民の皆さんに無料配布する事業
が環境センターで試験的に行われ、初日は約100台の
車が詰めかけました。この事業は、ごみの減量化や資
源化への取り組みの一環で、おととし10月から昨年
３月までに集めた枝葉など約436立方メートルを肥料
化しました。焼却処理をするよりも費用が抑えられる
メリットもあります。

環境にも住民にもうれしい肥料
10月１日（火）

土岐市・多治見市・瑞浪市と県で行う体験型観光イ
ベント「美濃焼こみち」のPRイベントが土岐プレミ
アム・アウトレットで開催され、とっくりとっくん、
ミナモ（県）、うながっぱ（多治見市）、すえっこ（瑞
浪市陶町）が応援に駆けつけました。応援隊の彼らは、
来場者にチラシやグッズなどを配布するほか、子ども
たちと写真撮影などを通して、同イベントへの参加を
呼び掛けていました。

「美濃焼こみち」に参加してね
９月23日（月・祝）

織部ヒルズオータムフェアが織部ヒルズと道の駅 
志野・織部で開催されました。商社直営ショップが陶
器、ガラス、雑貨、天然蜂蜜などを販売するほか巨大
迷路やスタンプラリー、飲食コーナーなどの催しが盛
りだくさん。５月に開催される「土岐美濃焼まつり」
と比べ落ち着いた雰囲気のため、訪れた人は器などを
手に取りながら、ゆっくりと買い物を楽しんでいまし
た。

じっくり探すことができます
９月21日（土）～23日（月・祝）
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お便り日和きままに　川柳

From Readers

理
想
的
な
力
関
係

椿（
土
岐
津
町
）

大
抵
の
家
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

我
が
家
で
は
父
よ
り
も
母
が
圧
倒
的

に
強
い
。
同
じ
く
、
兄
夫
婦
も
嫁
さ

ん
が
強
い
。
き
っ
と
私
も
そ
う
な
る

ん
だ
と
父
は
笑
い
、「
そ
れ
が
い
い

ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

父
は
母
が
大
好
き
で
、
近
く
に
寄

っ
て
は
う
っ
と
う
し
が
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
姿
を
物
心
が
つ
い
た
頃
か
ら

見
て
き
た
け
れ
ど
、
私
も
大
人
に
な

っ
て
よ
う
や
く
、
母
は
な
ん
て
幸
せ

者
な
ん
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

で
も
絶
対
に
、
母
も
父
が
大
好
き
。

娘
が
そ
う
思
う
の
だ
か
ら
、
い
い
夫

婦
に
違
い
な
い
。

て
い
る
。
で
も
三
度
の
食
事
と
就
寝

だ
け
は
い
つ
も
一
緒
。
長
年
の
生
活

で
こ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

私
が
一
つ
だ
け
願
っ
て
い
る
事
は
、

夫
の
手
料
理
を
ぜ
ひ
と
も
食
べ
て
み

た
い
。

夫
婦
っ
て
？

お
し
ゃ
べ
り
天
使（
下
石
町
）

斎
藤
茂
太
著「
や
っ
ぱ
り
夫
婦
！
」

の
本
紹
介
の
見
出
し
に
「
も
と
も
と

『
他
人
』
だ
か
ら
お
も
し
ろ
い
。
年

を
重
ね
て
本
物
に
な
る
」
と
書
い
て

あ
っ
た
が
、
本
物
っ
て
ど
う
い
う

事
？
も
う
す
ぐ
金
婚
式
を
迎
え
る
と

い
う
の
に
分
か
ら
な
い
。

夫
は
家
事
を
一
切
し
て
く
れ
た
事

が
な
い
。
ど
こ
に
何
が
し
ま
っ
て
あ

る
の
か
も
知
ら
な
い
。
そ
ん
な
夫
に

「
私
が
先
に
逝
っ
た
時
、
困
る
よ
」

と
言
え
ば
「
大
丈
夫
。
お
前
よ
り
絶

対
先
に
逝
く
か
ら
」
と
言
う
。
も
う

「
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
」
だ
。
夫
を
当

て
に
せ
ず
自
分
の
思
う
よ
う
に
や
っ

祖
母
と
仏
壇

焼
き
い
も

祖
母
は
毎
朝
欠
か
さ
ず
仏
壇
に
向

か
う
。
25
年
前
に
亡
く
な
っ
た
祖
父

に
向
か
っ
て
祈
っ
て
い
る
。
亡
く
な

っ
た
時
、
私
は
ま
だ
幼
か
っ
た
が
、

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
あ
る
。
祖

父
と
祖
母
、
私
の
三
人
で
、
川
の
字

に
な
っ
て
眠
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
私

が
生
ま
れ
る
ま
で
は
、
何
十
年
と
変

わ
ら
ず
、
二
人
並
ん
で
寝
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
私
に
伴
侶
は
い
な
い
が
、

仏
壇
に
向
か
う
小
さ
な
背
中
を
見
る

た
び
、
そ
ん
な
風
に
思
わ
れ
て
い
る

祖
父
も
、
亡
く
な
っ
た
相
手
に
祈
り

続
け
ら
れ
る
祖
母
も
、
う
ら
や
ま
し

く
思
う
。

11月１日号の投稿募集

お便りテーマは「サヨナラしたこ
と」です。やめることができてスッキ
リしたことや、今でこそ笑って話せる
ことなど200字以内（タイトル別）で
お寄せください。

川柳のお題は「暖」です。
（１人１句）

締め切りは11月19日（火）です。

■応募・問い合わせ
住所・氏名またはペンネームを明記し、
秘書広報課広報広聴係へ。
〒509　―　5192（住所不要）
☎○54　1111（内線185）／ 　○55　7763

　koho＠city.toki.lg.jp
※応募多数の場合は採用されない場合
があります。また、お便りについては、
採用に当たり趣旨を変えない程度で表
現を変更する場合がありますので、ご
了承ください。掲載の際に投稿者への
ご連絡は行っていません。

温
も
り
の
焼
き
物
造
り
土
岐
の
町 
足
立
昌
代

働
け
ど
父
の
背
中
は
遠
く
な
り 

ス
ト
レ
ッ
チ
マ
ン

出
勤
す
る
後
ろ
姿
に
無
事
祈
る 

ラ
ン

老
夫
婦
働
け
る
事
に
感
謝 

ね
ね

タ
イ
ム
カ
ー
ド
将
来
の
夢
込
め
て
押
す 

佐
竹
マ
ス
お

勤
労
の
工
事
の
旗
に
頭
下
げ 

か
ず
え

稲
刈
り
が
早
目
に
終
わ
り
風
呂
う
れ
し 

チ
ャ
ム

母
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
で
出
勤
欠
勤
ゼ
ロ 

ジ
ョ
ー
ジ

お題「勤労」 テーマ「夫婦」

2013.11.1　広報とき 14

広報とき11.1号.indd   14 2013/10/23   18:33:59



給食センター掲示板　　　　　　　　　　　　　給食センター（☎○54　6195）

土岐市教育　夢☆絆　ＭＹ小学校レポート

駄知小学校　「地域の中で育つ駄知の子」

教育目標「心みがく子」

地産地消・スローフードを進めています

■地産地消
地産地消とは地元でとれた食材を地元で消費することで、安心・安全で新鮮な食材を摂取することや、流通コ

ストやCO２排出量の軽減につながります。学校給食では、できるだけ県内産のものを使用するよう努めています。
主食のお米は、東濃地方で収穫されたコシヒカリを使用しています。パンやうどんに使われる小麦粉や毎日飲む
牛乳も全て県内産です。市内で作っている野菜も積極的に使用しており、その使用量は、地域の生産者の方々の
努力によって年々増加しています。

■スローフード
学校給食でもう一つ大切にしていることに「スローフー

ド」があります。スローフードとは伝統的な食材や料理、質
のよい食材を守ること、それを提供する生産者を守ること、
消費者に味の教育を進めることです。さまざまな行事食、郷
土料理、昔ながらの味を取り入れて日本やこの地域に残る食
文化を伝えていきたいと考えています。

地域の施設で学ぶ
学校に隣接する、とき陶生苑や

恵風荘、小学校附属幼稚園など、
さまざまな施設で幅広い年代の方
との交流活動を行っています。こ
の活動を通して、思いやりと生き
る姿を学びます。

思いやりのある子

地域の伝統を学ぶ
美濃焼のまち・駄知町。駄知工業

組合青年部の皆さんの協力の下、各学
年での焼き物作りや夏休みにPTAが主
催する陶芸教室で釉

ゆうやく

薬を掛けて焼くこ
とを体験し、「ふるさと」の伝統を学
びます。

よく学ぶ子

地域の中で学ぶ
青少年育成健全委員会の「ふれ
あいキャンプ」（写真）や稲作など、
地域の中でさまざまなことを体験
しています。ふれあいキャンプで
は、中学生のボランティアと共に
地域で生きる力を学びます。

たくましい子

駄知小学校は、本年度から来年度にかけて校舎の耐震工事および大規模改修が行われています。安心・安全な
校舎と新たな学習環境の中で、地域を愛し、地域と共に生きる子を育てる教育を進めます。
11月２日（土）に駄知中学校で開催される駄知校区「夢と絆のつどい」の全体会では、駄知青少年育成会、中

学生の発表とともに６年生が上記の「学び」を発表します。

五平餅・味ごはんな
どの郷土料理、マコ
モダケ・あゆなどの
地域ならではの食材
を取り入れています。
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男と女のいきいきコラム　―男女共同参画社会の実現を目指して― VOL.112

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の

2
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
の
実
施
期
間
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
と
は
、
配
偶
者

な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、性
犯
罪
、

売
買
春
・
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ャ
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
が
あ
り
、
こ
う
し
た
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で

克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
う
ち
、
Ｄ

Ｖ
は
、
夫
や
恋
人
な
ど
親
密
な
男
女

間
で
起
こ
る
た
め
、
外
部
か
ら
の
発

見
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、
被
害

が
深
刻
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

前
立
腺
は
膀ぼ

う
こ
う胱

の
下
方
で
尿
道
を
取

り
囲
む
よ
う
に
存
在
し
、
ク
ル
ミ
の
よ

う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
年
を
取
る
に

つ
れ
て
肥
大
し
た
り
ガ
ン
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
１
９
８
０
年

代
に
前
立
腺
特
異
抗
原
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
と

い
う
酵
素
が
前
立
腺
ガ
ン
の
診
断
に
利

用
さ
れ
て
か
ら
、
多
く
の
早
期
前
立
腺

ガ
ン
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ

は
前
立
腺
の
細
胞
が
産
生
し
、
精
子
を

自
由
に
活
動
さ
せ
て
授
精
の
手
助
け
を

し
ま
す
。
正
常
な
人
で
も
、
少
量
の
Ｐ

Ｓ
Ａ
が
ナ
ノ
グ
ラ
ム
（
10
億
分
の
１
グ

ラ
ム
）
の
単
位
で
血
液
の
中
に
漏
れ
て

い
ま
す
。
前
立
腺
に
ガ
ン
が
で
き
る
と

前
立
腺
が
破
壊
さ
れ
る
の
で
、
Ｐ
Ｓ
Ａ

の
血
中
へ
の
漏
れ
が
増
大
し
て
異
常
値

を
示
し
ま
す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
正
常
値
は

４
・
０
ng
／
㎖
以
下
で
す
。
そ
れ
以
上

に
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
値
が
上
昇
す
る
と
、
前
立

腺
ガ
ン
が
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
が
①
４
・
１
〜
10
・
０
で

は
25
％
②
10
・
１
〜
20
・
０
で
は
35
％

③
20
・
１
〜
50
で
は
50
％
④
50
・
１
以

上
で
は
90
％
以
上
⑤
１
０
０
以
上
で
は

リ
ン
パ
節
や
骨
に
転
移
を
起
こ
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
上

昇
は
、
ガ
ン
だ
け
で
な
く
前
立
腺
肥
大

症
や
前
立
腺
の
炎
症
で
も
起
こ
り
、
炎

症
で
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
が
１
０
０
以
上
に
上
昇

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
炎
症
が
治

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

前
立
腺
ガ
ン
の
診
断

泌
尿
器
科
部
長

 

金
井　

茂　
医
師

Ｄ
Ｖ
に
は
左
上
の
表
の
よ
う
な
行
為

が
見
ら
れ
、
中
に
は
気
付
か
な
い
う
ち

に
Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
暴
力

は
体
に
も
心
に
も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
ま
す
。
被
害
に
遭
っ
た
と
き
、
自

分
が
悪
い
か
ら
と
自
分
を
責
め
た
り
、

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
恥
だ
と
思
っ
た

り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ど
ん
な
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
暴

力
を
振
る
っ
て
い
い
と
い
う
理
由
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

誰
か
に
話
す
の
は
勇
気
の
い
る
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
相
談
す
る

こ
と
で
心
が
少
し
軽
く
な
っ
た
り
、

解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
れ
ば
低
下
し
ま
す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
で
前
立

腺
ガ
ン
の
可
能
性
を
判
断
す
る
場
合
は
、

期
間
を
置
い
た
二
時
期
に
採
血
し
、
Ｐ

Ｓ
Ａ
の
推
移
を
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
が
下
降
す
れ
ば
ガ
ン
の

可
能
性
は
低
く
、
上
昇
す
れ
ば
ガ
ン
を

否
定
で
き
ま
せ
ん
。

前
立
腺
は
直
腸
の
前
方
に
あ
り
、
数

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
直
腸
壁
を
隔
て
て
指

で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
期
の

前
立
腺
ガ
ン
は
、
正
常
組
織
と
の
境
界

が
な
い
た
め
画
像
診
断
で
は
判
断
で
き

な
い
の
で
、
前
立
腺
生
検
を
行
い
診
断

し
ま
す
。
超
音
波
監
視
下
に
針
を
使
用

し
て
６
〜
12
カ
所
の
前
立
腺
組
織
を
採

取
し
、
病
理
診
断
を
行
い
ま
す
。
直
腸

に
は
大
腸
菌
が
た
く
さ
ん
居
ま
す
の
で
、

前
立
腺
生
検
時
に
は
薬
剤
に
よ
る
感
染

予
防
を
行
い
ま
す
。
当
院
で
は
、
年
間

40
〜
50
例
の
前
立
腺
生
検
を
行
い
、
約

20
例
の
前
立
腺
ガ
ン
を
診
断
し
て
お
り

ま
す
。
前
立
腺
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
た
患

者
さ
ま
の
シ
ョ
ッ
ク
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
で
す
。
し
か
し
、
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
前
立
腺
ガ
ン
は
、
他
の
ガ
ン
と
違

い
進
行
が
非
常
に
ゆ
っ
く
り
で
、
病
気

の
進
行
度
に
合
っ
た
治
療
を
選
択
す
れ

ば
、
早
期
の
ガ
ン
は
消
滅
し
、
骨
や
リ

ン
パ
節
に
転
移
の
あ
る
ガ
ン
は
、
特
別

な
場
合
を
除
き
、
長
期
に
ガ
ン
と
共
存

で
き
ま
す
。

健康ほっとLine　 －市立総合病院の医師が健康に関する情報をお届けしますー

岐阜県女性相談センター・
配偶者暴力相談支援センター
☎058　―　274　―　7377
月～金　９：00～21：00
土日祝　９：00～17：00

☆緊急の場合は近くの警察署
や110番に連絡してくださ
い。

性的暴力
・性行為の強要
・避妊に協力し
ない

経済的暴力
・生活費を渡さ
ない

・服などを買わ
せない

身体的暴力
・殴る、蹴る
・物を投げる
・首を絞める

精神的暴力
・怒鳴る
・人前で侮辱
・電話内容を細
かくチェック

DVの例
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健康ガイド 保健センター（☎○55　2010）／市ホームページ▶▶健康づくり

対　　象　乳幼児の保護者、市民
日　　時　①11月22日（金）午前10時～11時30分

②11月25日（月）午前10時～11時30分
午後１時30分～３時

場　　所　保健センター
相　談　員　保健師、管理栄養士
※みそ汁の塩分測定を希望の方は、当日朝の「みそ汁」を
50ml程お持ちください。

対　　象　４か月児健診を受けたお子さんの保護者
日　　時　11月27日（水）午後１時～３時30分
場　　所　保健センター
持　ち　物　エプロン、三角巾、筆記用具
定　　員　20人（先着順）先着10人まで託児可能
締　　切　11月25日（月）

対　　象　市民　※予約制
日　　時　12月７日（土）午後１時15分～２時30分
場　　所　保健センター
内　　容　歯科健診、相談、歯磨き指導
締　　切　12月５日（木）

※個別予防接種の申し込みは、11月15日（金）までに保健センターへFAX（○53　0095・送信後の電話確認をお願いします）、市ホ
ームページ、保健センターまたは最寄りの支所にて申し込みください。
※接種は12月からですが、11月25日（月）以降に、申し込みをした医療機関で接種日時を予約の上、接種してください。
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよく読み、予診票に必要事項を記入し母子健康手帳を持ってお出
掛けください。なお、日本脳炎予防接種予診票は、各医療機関に用意してあります。

対　象　平成24年11月以前に生まれた２歳未満のお子さん
※麻しん、風しん両方に確実にかかったことがある方は、対象ではありません。

★注

対　象　７歳半未満のお子さん
〔初回〕　今までにポリオ予防接種を１回以上接種しており、３種混合予防接種を３回接種していないお子さん
〔追加〕　平成24年11月までに３種混合予防接種を３回接種終了しているお子さん
※百日せきと診断されたことがある場合は、保健センターへご相談ください。

★注

★注
対　象
〔１期〕　平成22年10月以前に生まれた７歳半未満のお子さん
▷１期初回　今までに日本脳炎予防接種を一度も受けていないお子さん（６～28日間隔で２回接種）
▷１期追加　初回接種（２回）終了から、おおむね１年経過しているお子さん（１回接種）
〔特例対象者〕　平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方
▷小学３年生までのお子さんで、今までに３回接種していない方
▷小学４年生～高校３年生相当の年齢の方で、今までに４回接種していない方（ただし、４回目の接種は３回目の接種終了
後、おおむね５年の間隔を置くことが望ましい）

※接種回数・接種時期は、これまでの接種歴により異なりますので、不明な点は問い合わせください。

★注

対　象　３種混合ワクチンおよびポリオワクチンのいずれも接種していない、満３カ月以上７歳半未満のお子さん
（対象となる方で個別案内が届いていない方は、保健センターまでご連絡ください）
※指定医療機関へ接種日時を電話で予約の上、接種してください。保健センターへの申し込みは不要です。

４種混合予防接種〈ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオワクチン〉（医療機関での個別接種）

対　象　７歳半未満のお子さん
▷１期初回　今までに生ポリオワクチンを２回接種していないお子さん（４種混合を接種しているお子さんを除く）
▷１期追加　平成24年10月までに１期初回接種を終了しているお子さん
※指定医療機関へ直接接種日時を電話で予約の上、接種してください。
予診票をお持ちでない方は、保健センターまでご連絡ください。

不活化ポリオ（単独）予防接種（医療機関での個別接種）

乳幼児健康相談・食事相談・みそ汁の塩分測定

第１期　麻しん・風しん混合予防接種（医療機関での個別接種）

３種混合予防接種〔初回・追加〕〈ジフテリア・百日せき・破傷風〉（医療機関での個別接種）

日本脳炎予防接種〔１期初回・追加〕〔特例対象者〕（医療機関での個別接種）

対　　象　平成24年10月生まれのお子さん
日　　時　11月21日（木）午前10時～11時30分
場　　所　保健センター
内　　容　食事・おやつの話、試食、絵本の読み聞かせ
持　ち　物　母子健康手帳、筆記用具、お子さん用のお茶
定　　員　12人（先着順）
締　　切　11月19日（火）

１歳すくすく教室

成人歯科健診

もぐもぐ離乳食教室
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いきものふれあいの里
「陶史の森」だより

土岐市ネイチャーセンター　☎○59　5144

陶史の森は自然環境保護地域です。動植物や石などは絶対に採らないでください。また、ペットの同伴はご遠慮ください。

教室のご案内
森 の
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宝石の輝き

11月
葉っぱのしおり作り教室（要申込・定員20人）
11月３日（日）9：00～11：30
色づいた葉っぱを採集し、しおりにします。

バードウオッチング（自由参加、雨天中止）
11月24日（日）9：00～11：30
晩秋の野鳥を観察します。

12月
バードウオッチング（自由参加、雨天中止）
12月22日（日）9：00～11：30
初冬の野鳥を観察します。

栗のイガやタマネギの茶色
の薄皮などの草木を大鍋で煮
込み、その中にゴムバンドで
結んで畳んだ白い布を入れて
さらに煮込み、さっと水洗い
をして焙煎液につけると、思
わぬ色に変化します。
ゴムバンドなどを緩めて、開くと、色とりどりのき

れいな模様が…。「わぁ～きれい！」と歓声が沸き上
がりました。

最高気温は26℃越えの蒸
し暑い日でしたが、朝から大
勢の人でにぎわいました。こ
のまつりは、苗木プレゼント
や木工教室、ちびっ子相撲大
会など催し物がいっぱい。暑
かったので“かき氷”が飛ぶ

ように売れていました。もち投げでは、３つの区分で
一斉に行い、まつりの盛大なフィナ－レを迎えました。

草木染め教室
９月８日（日）

第34回 陶史の森まつり  ９月14日（土）

落ち葉が敷き詰められた散策路をのんびり歩いてい
ると、木漏れ日が差し込む林の中で“宝石”を発見し
ました。１㎝ほどの大きさで、真っ赤なリンゴのよう
にも見えます。筒状をした五角形の枯れかけた花の中
からヒョッコリ顔をのぞかせているのは、ツルリンド
ウの実（種子）です。
ツルリンドウは、その名の通りつる植物ですが、ツ

タやクズのように茎を長く伸ばして高い樹木にまとわ
りつくのではなく、地面をはったり小さな植物に巻き
ついたりして、ぜいぜい40～80㎝程度しかつるを伸
ばしません。９月下旬から10月初旬頃に五角形の筒状
で先が淡紫色の白い花を咲かせます。実がリンゴのよ
うに見えるのは、花柱（めしべの柱頭と子房との間の
部分）がそのまま残っているからです。
さて、このツルリンドウの実は、日本に生息するリ

ンドウ科植物で唯一の「液果」です。液果とは、ミカ
ン、トマト、ブドウなどのように三層からなる果皮の
うち中果皮または、内果皮が多肉質で水分が多く、軟
らかい果実のことです。ただし、ツルリンドウは何の
味もしないそうです。
冬枯れを間近に控え、うら寂しい散策路でリンゴの

ような“宝石の輝き”に出会えるといいですね。

お知らせ
遊歩道の分かれ道などに

「陶史の森　案内図」を今月
中に設置します。26カ所
設置予定で、設置場所には
赤色で“現在地”と明記し
てあります。散策やウオー
キングにご活用ください。

ツルリンドウの実
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